
森林の恵みである特用林産物の振興による豊かな森林・山村づくり

特用林産物の現状と課題 特用林産振興の取組

・新たな用途の開拓
・輸出の促進

○特用林産物とは

きのこ、山菜、竹、木炭などの木材以外の森
林の産物

○特用林産物の位置づけ

需要の拡大

・消費者・ユーザーへの情報発信

・きのこや木炭の原木林の改良

山村の貴重な収入源。その振興により、我が
国の食生活・伝統文化の維持と豊かな森林
づくりに貢献

特用林産物の生産額

生産基盤の強化・作業の効率化

・省力化技術の開発

・トレーサビリティの導入に向けた検証9,012 
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特用林産物の生産額

消費者の信頼確保

・オガ粉の安全性の検証

・燃料用木炭の規格づくり、木酢液の認証の
推進
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○特用林産物を取り巻く課題
・山村の過疎化・高齢化

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

林業産出額（竹材を含む） 特用林産物生産額（竹材を含み、山菜を除く） 特用林産物シェア

山村の過疎化 高齢化
・需要の低迷
・食の安全・安心への関心の高まり

特用林産物のモニタリングと出荷管理
福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質
の拡散

（関係府省・都県との連携）

特用林産物のモ タリングと出荷管理

きのこ原木の安全性の調査


